
（様式２） 

 

地方自治法（昭和 22 年 4 月 17 日法律第 67 号）第 234 条第 2 項、地方自治法施行令（昭

和 22 年 5 月 3 日政令第 16 号）第 167 条の 2 第 1項第 5 号及び横浜市契約事務委任規則第 4

条第 4 項第 2 号により次のとおり随意契約を締結したので、その概要を公表します。 

 

令和８年 10 月９日 

横浜市契約事務受任者 

資源循環局長 吉川 雅和 

 

１ 契約の概要 

令和８年度 活性炭・重金属固定剤混合高反応性消石灰 約 90,000 キログラム

（概算）の購入（10 月・11 月分） 

 

２ 履行（納品）場所 

  資源循環局旭工場 

 

３ 契約日 

  令和８年９月 30 日 

 

４ 履行日又は履行期間 

令和８年 10 月１日から令和８年 11 月 30 日まで 

 

５ 契約金額 

  9,603,000 円 

 

６ 契約の相手方（名称及び所在） 

  エスケー化学株式会社 

  代表取締役 岸村 恒久 

  横浜市栄区笠間２－２２－２９ 

 

７ 当該随意契約を行わざるを得なかった理由 

工場で使用する活性炭・重金属固定剤混合高反応性消石灰（下半期）について、総務

局契約第二課へ契約依頼を行いましたが、入札は不調となりました。その後、改めて契

約依頼を行いましたが、履行開始は令和８年 12 月以降の見込みであり、令和８年 10 月

及び 11 月分の薬品在庫の不足が懸念される状況となりました。 

当該薬品が不足した場合、ごみの焼却に伴い発生する排ガス中の塩化水素、硫黄酸化

物及びダイオキシン類を規制値以下に削減することが困難となり、焼却工場の操業停

止につながるおそれがありました。また、廃棄物の処理が停止した場合には、市民生活

に重大な支障を及ぼすおそれがありました。 

このため、令和８年 10 月及び 11 月に使用する数量を緊急に調達する必要があり、



随意契約を締結しました。 

 

８ 契約の相手方の選定理由 

令和８年度上半期に当該薬品に関する物品供給契約を行った事業者であり、緊急で

の対応が可能であるため 

 

９ 所管課 

資源循環局旭工場 


